生活衛生豆知識№26
いかにノロウイルス感染を防止するか

この冬のノロウイルスの猛威は、大変な勢いです。そこで、感染防止対策をまとめました。

感染しない方法

　①内臓が残っている生の二枚貝、特に生カキは食べない。食べる場合は十分に加熱をする。

②生っぽい、アサリなどの醤油漬け（お湯を入れ口が開いたら直ぐにお湯を捨て漬けるのでノロウイルスは不活化されない）は食べない。

感染して嘔吐、下痢したら

　①調理作業はしない。治っても１週間はノロウイルスの排出は続く。

②惣菜やパンなどの調理・製造作業はしない。特に加熱後の作業の場合は休むか、運送などの部所へ回る。

　③個人営業で、症状が治まって休めない場合、手指は石鹸を使って十分な揉み洗いをする。消毒剤の使用より効果ある。マスクをする。

飲食店での対策

　①内臓が残っている生の二枚貝、特に生カキは出さない。加熱品を提供する。

②生っぽい、アサリなどの醤油漬けは出さない。

③二枚貝を扱った手指は石鹸を使って十分な揉み洗い。調理器具は洗浄し、200ppmの次亜塩素酸ナトリウム液〔通常の市販品は６％（60,000ppm）であるので300倍希釈〕あるいは熱湯（８５℃１分）で消毒する。

保育園・幼稚園で園児が嘔吐したら

①すみやかにマスクをし、使い捨て手袋を使い、濡れ布・紙で丁寧に拭き取りビニール袋へ入れ密封する。

　②1000ppmの次亜塩素酸ナトリウム液、熱湯あるいは蒸気（スチームクリーナー）で消毒する。

③間違ってもタオルを置き滑らないようなことはしない。
　＊ふき取り、消毒が不十分だと不活化されなく（感染力を保持）、乾燥すると微粒子状（ミスト状）で浮遊する。乾燥で浮遊すれば２～３週間は不活化されない。窓を開けることも有効。

保育園・幼稚園で園児が便所で下痢をし、便器の外へこぼれたら

①嘔吐と同じ対応を取る。

　②モップで拭いたら、直ぐに十分に洗浄し、1000ppmの次亜塩素酸ナトリウム液で消毒する。

小学校で児童が嘔吐したら

　①保育園・幼稚園と同様な対応を取る。

　②給食当番はさせない。（嘔吐して保健室で休んでいた児童が、給食当番をしてクラス全体が感染したことがある）

旅館・ホテルで客が嘔吐したら

①保育園・幼稚園と同様な対応を取る。

　②廊下がカーペット、じゅうたんの場合、1000ppmの次亜塩素酸ナトリウム液で消毒することは、無理と思われるので、蒸気（スチームクリーナー）で対応する。

　③空調機を介して他の部屋等を汚染することがあるので、フィルターを上記と同様な対応を取る。
老人保健施設・医療機関などで入所者・患者が嘔吐・下痢をしたら

　①保育園・幼稚園と同様な対応を取る。特に認知症老人への対応は十分に注意する。

　②職員による他の階、棟への汚染防止を図る。空調機のフィルター消毒の徹底を図る。
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